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マメ知識6では、複写に関わる
著作権について解説しました
が、いかがでしたか？
もっと知識を深めていただけ
ればと思い、Pa r t 2を企画し
てみました。さらなる知識を
持って図書館利用に役立てて
ください。しかし、著作権は
日々変わっていますので、各
自でサイトを確認する等、最
新の情報を入手するようにお
願いします。

図書館の
マメ知識

知って欲しい
著作権のこと
         Part 2

７

Q1:
雑誌の付録についてくるCD-ROM
やDVDは、館外貸出できますか？

Q2:
事典のコピーの1部分が、書籍の1部分
の考え方と違うって聞きましたが、どう
違うんですか？

＜著作物の「一部分」の例示＞

◯図書
　 全体の半分以下
　（論文集など複数の著作物の編集物を除く）
◯図書（論文集など）
　個々の論文などの半分以下
◯楽譜
　 １曲の半分以下（著作権の保護期間内）
◯新聞
　 個々の記事の半分以下（ただし、発行後
　相当期間経過した定期刊行物となった場合、
　個々の記事全部）
◯地図 ：見開きの半分以下
◯雑誌 ：マメ知識6参照

※参考資料
・公益社団法人著作権情報センター
http://www.cric.or.jp/qa/hajime/hajime2.html
・JASRAC　　http://www.jasrac.or.jp/
・日本図書館協会　　http://www.jla.or.jp/
　　　　　　　　　　　　　(2014年3月23日)

CD-ROMやDVDの貸出ができるかど
うかは、その媒体の中に、動画が収録
されているか、著作物が含まれている
かによります。また、権利者がどのよう
な条件を付けているかにもよります。
付属資料によっては、図書館館外貸
出可否識別マークが書かれています
ので、その表記を参考にされるのもい
いかと思います。

マメ知識6で複写は、著作物全体の「半
分」まで、と説明をしましたが、事典の
一部分は？というと、ページ数ではなく
、一つ一つの項目が、著作権を持つ、著
作物になります。そのため、ある項目を
コピーしようとした時、何百ページある
中の１ページだからと言って、コピー
することは著作権の侵害にあたります。
ご注意ください。1つ1つの項目の半分
までがコピー可能となります。
右に著作物の「一部分」をまとめてみま
したので、そちらを参照してください。

本の話あれこれ　　我孫子  晴美   （前学術情報課課長）
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図書館標語2014×図書館ポスター2014
　コラボ作品～作品への思い聞いてみました!!～
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新年度が始まりました。図書館では”大学生活の本”
と題して、図書館展示を開催しています。
大学生活を送る上で活用していただける書籍が並
んでいるので、是非お立ち寄りください。
　ちなみに、表紙の写真の中の一つが、展示の写
真です。他の３点の写真はどこか、皆さんわかり
ますか？
本館・第２の新着案内の写真です。新着案内の一
覧は、第２図書館通路に掲示しています。新しく
入荷した本をチェックして、借りに来てください
。お待ちしています！

edit by TORIMIYA, Naomichi

  本学の図書館に勤務して、早いもので20年近くが過ぎ、この春、退職

することとなりました。在職の間に短期大学が大学となり、学部も増

え、図書館も本館と第2図書館という二つの図書館に分かれるほど、

蔵書が増えました。

  そこで、ささやかではありますが、私が図書館の業務を通じて感じた

こと、本にまつわるあれこれをまとめてみようと思います。

  最近、カウンターで貸出業務をしていて気がついたことがあります。

それは、たとえば美術の画集を音楽学科の学生さんが借りていく、保

育の専門書を美術の学生さんが借りていく、社会学部のボランティア

の学生さんが絵本のPOPを制作する、といったような、いい意味での

本をめぐる学内交流が生じていることです。これには、近年、学部共通

科目が創設されたことが関係しているかもしれません。講義の中で

先生がしかるべき本を推薦されていることもあるでしょう。いずれに

しても、いままで専門外とされていた多くの資料や情報への興味関

心が図書館という場を通して広がっていく、図書館がその手助けをし

ている、ということは喜ばしいことです。もちろん、大学図書館の役割

は専門知識を深めることであるということを前提としてのことですが、

その一方で、専門以外の世界にも知識の幅をもたせていくことに、大

きな意義と魅力を感じるからです。

  鷲田清一著『哲学の使い方』に、次のような一節があります。

「「教養」とは、一つの問題に対して必要ないくつもの思考の補助線を

立てるということである。いいかえると、問題を複眼でみること、いく

つもの異なる視点から問題を照射することができるということである。

このことによって人の知性はより客観的なものになる。」

  「教養」という言葉はいつのまにか流行遅れのような響きをもつよう

になってしまいました。たしかに、旧態依然とした「教養」は流行遅れ

になっているのかもしれません。しかしいつの時代にあっても、もの

の見方や考え方の根底を支える「教養」はやはり、必要なことだと思

います。何も難しい本を読め、というのではありません。哲学もそうで

すが、すぐには役立たないように見える、知識や思考、それに触れて

いくことで、広い意味での「教養」が自然と身についていく。また、それ

を学ぶことは若い学生であるみなさんの特権だと思います。

  たとえば絵本。佐野洋子作・絵『100万回生きたねこ』。この絵本に漂

う、なんとも言えない虚無感は、「生と死」をめぐって書かれた一冊の

本の重みに仇敵すると思います。愛されることだけでなく、だれかを

愛する、ということの尊さも静かに教えてくれます。

私が敬愛する作家、内田百閒の作品を金井田英津子の装画で表現し

た、パロル舎の『冥途』は言葉による想像力とビジュアルの融合によ

って、いままでとは違う想像世界を繰り広げた、見事な本です。ほかに

もたくさん推薦したい本はありますが、やはり本は自分で見つけるの

が一番かもしれません。ネットサーフィンによって、いろいろな情報を

得ることができる時代ですが、図書館にいると実際の書物に触れな

がら、ネットサーフィン以上に次から次へと読みたい本に出会うこと

ができます。

  どうか皆さんも学生生活を送る中で、たくさんの本に出会い、自分の

お気に入りの本を見つけてください。そして、本のつながりを通して、

自分の可能性を思うまま広げていってほしいと思います。
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貸出者数（計3,287人）

貸出冊数（計6,790冊）

入館者数（計22,606人）

2015年 4 月発行

学生  882人本館
1,436人第２

教員 309人本館
408人第２

卒業生
学外者

162人本館
90人第２

学生 1,802冊本館
2,288冊第２

教員 636冊本館
1,201冊第２

卒業生
学外者

643冊本館
220冊第２
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現代観光総論 |前田勇編著

Bd. 1 ; Klaviersonaten | Beethoven

36 arie di stile antico : per canto e pianoforte
 / Donaudy. 

Bd. 2 ; Klaviersonaten / Beethoven 

2級編 ; 文部科学省後援色彩検定公式テキスト
 / A・F・T対策テキスト改訂版編集委員会編集

巻 1 ; コールユーブンゲン / 城多又兵衛解説
= Chorubungen der Munchener Musikschule
 / Franz Wullner

1b ; ピアノ・ソナタ全集 = Sämtliche Klaviersonaten
 = The complete piano sonatas / Joseph Haydn

1 ; Composizioni da camera per canto e pianoforte
 / Tosti ; [畑中良輔編]

[v.] 1 ; ピアノ・ソナタ集 = Sonaten für Klavier
 = Piano sonatas / Ludwig van Beethoven

1 ; イタリア歌曲集 = Arie antiche italiane
 / 編集, 畑中良輔 ; 対訳・逐語訳, 戸口幸策 ; 解説, 中巻寛子
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Symphony no.8 / Gustav Mahler ; Wiener Philharmoniker
; conductor Leonard Bernstein ; directed by Humphrey Burton. 
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Musique pour piano / Olivier Messiaen.

Piano works : piano distance / Toru Takemitsu.

Symphony no. 3 / Gustav Mahler.

Thirteen Drums : Music for percussion solo.

The Chicago principal : First chair soloists play 
famous concertos.

Piano works / Chopin ; 1

Complete piano sonatas / Haydn.

2 ; 中田喜直作品集 (日本歌曲全集 ;23)

Symphony no. 3 in D minor / Gustav Mahler.

Modest Mussorgsky. -- Deutsche Grammophon

3級編 ; 文部科学省後援色彩検定公式テキスト
 / A・F・T対策テキスト改訂版編集委員会編集
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入選
「春は夜桜　夏は蛍　秋は月光　冬は雪　そこにはいつも本がある」
　　　　　　　　　　　　　音楽学科　2年生　 奥村　愛美

私は昔の中国のことわざ“蛍雪の功”からこの表現を作りました。今は
何でもスマートフォンで調べることができる時代ですが、昔の蛍や雪
の光で勉強した勤勉な人たちの姿から、本をめくるあの音、背表紙の
並ぶ本棚を忘れない様にと思い作りました。

このたびは、大変名誉な賞をいただき、感謝しています。この標語を
通じて、生き辛い世の中を生きていく一助にしていただければ幸い
です。私は、これからも、本と図書館を通じて、無限の可能性をひらい
ていこうと思います。

図 書 館ポスター入選作品

季節の移ろいをいつも感じていますが、本は変
わらずいつも近くにあって新たな知識や考え方
など、自分の幅を拡げてくれます。頭を大地に見
立て、四季を詰め込んだ愉快な造形の人物を描
き、いろいろな世界があることを表現しました。
本によって広がる世界を感じてもらえればと思
います。

「図書館標語2014」の入選作品から感じた「和」
というのをテーマにして制作を行いました。標
語から読み取れる景色を図柄で表現し、主張し
たい言葉の部分は自筆の文字を使用し、より「和
」が引き立つようにしました。

図書館標語2014  ×  図書館ポスター2014
３回目となりました図書館ポスターの募集。今回は、ポスターに先駆け標語を募集し、その入選作品から

イメージしたポスターを募集しました。

受賞者の方々に作品に込めた思いを聞いてみましたので、作品と一緒にお楽しみください。

金賞
美術学科  ２年　平岩  青さん

銀賞
美術学科  ３年　石井  結依さん

次点
「ページは有限　世界は無限」
　　　　　　　　　　　　　音楽学科  3年生   西原　健太

図書館標語2014の入選作品

銅賞

美術学科  ３年

　渡辺  真里恵さん

銅賞

美術学科  ３年

　小林  里織さん

（受賞者の学年は、2015年3月31日付になります）




